
 

地域に開かれた教育

地域に開かれた教育

・地域学校協働推進事業、学校教育活動推進事業の活用

・大洲コミセン、さくらホーム、五十嵐記念館の開放等を通した交流

・PTA、防犯パトロールとの連携等の校区住民の学校教育への期待と協力

によるによる安全、安心な環境

・赤坂山公園、鵜川、番神海岸等の自然環境、陣屋跡や柏崎県庁跡、番神

堂、極楽寺、勝願寺、諏訪神社

　豊洲神社等の史跡、大久保鋳金、木村茶道美術館、市立博物館等の文化

高揚の環境

①遊び教育、手紙教育、演劇教育を

通し、感動し、もう一段高める子ど

もを育む。

②学びを生かし身近な人や地域の人

を助け元気づける子どもを育む。

③150周年の年に地域のひと・も

の・れきしに感謝する子どもを育

む。

【柏崎市教育大綱の基本理念】

「学力向上を目指した授業づくりを推進し、どの子も夢と希望がもてる括弧に！

【柏崎市の目指す子ども像】

　学力を高め合い、思いやりと挑戦の心をもち、ふるさと柏崎の自然や文化をこよなく

愛する子ども

令和５（２０２３）年度　柏崎市立大洲小学校グランドデザイン

①楽しさを前提に「できる喜び」を

実感できる授業により、基礎学力を

付ける。

②発言力、表現力を育成して、協働

的に学ぶ力を育てる。

③子どもが自由に「討論」する授業

をつくり、学ぶ力をひらく。

①選定基準に沿った教材選定

②教材を活用した帯型授業（漢字、話すスキル、フラッシュカード、音読）

③ICT　AIドリルパークを活用した習熟学習

④考え方、答え方、字数、ヒントを指導して行う１００点テスト

⑤発言耐性と発言の仕方を身に付ける全員発言

⑥考える視点を示すモデリング、思考を活性させるナンバリング

　多様な考えを引き出すアスキング（1番○○はどれか。違うのはどれか。）

⑦学習まとめ課題としての演劇活動

⑧できる喜びを与える「みる・まねる・あらわす」授業原理

⑨外部講師による学ぶ力向上研修

⑩総体としての討論の授業公開

①五期の生活期を通して、「みんな

なかよく・みんなかしこい」学校を

つくる。

②開放的な雰囲気のある集団の中

で、自主的・自発的な活動をつく

る。

③「あたたかい言葉」「ひとのため

に行動」「時場礼を正す」「思いや

りの心」等に重点を置き「自律」し

た学級をつくる。

①遊びを通じた健康づくり・体力づ

くりを推進する。

②子どもの元気を支える登校支援を

継続する。

③家庭との連携による子どもの命、

健康、生活を守り育む。

①遊びを通じた健康・学習・仲間づくり

②郵便教育の推進と感謝の手紙活動

③絆を深め、自己を表出する演劇活動

④さくらフォーム、コミセン、アルフォーレ等でのどこでもシアター

⑤生活科、総合で身に付けた力を身近な人のために発揮する

⑥大洲小学校の自然・歴史・ひとととふれ合い大洲が大好きになる学習

⑦大洲を愛する子ども

①安心・安定期、学習期、活用期、充実期、自律期の五期の学級経営

②正解が出て終了せず、全員の考えを聴く全員発言

③子どもとの信頼関係を気付く遊び活動（外遊び、学級遊び、遊びタイム）

④子どもが「やりたい」と考え企画する自治的活動（特別活動、学習ゲーム）

⑤生活目標とリンクする4つの徳：あたたかい言葉（4・5月）ひとのために行動

（6・7月）時場礼を正す（9月10月11月）思いやりの心（12月以降）

⑥年間を通した思いやりツリー

⑦プロアクティブな生徒指導による学級づくり（初期指導、事前指導、趣旨説明）

⑧シンキングエラーに気付き改める同和学習

⑨みんなちがって、みんなで100点になる学級づくり

⑩学校風土調査による学校課題の把握と改善

①子どもと教師のきずなを深める外遊び

②遊びを通じた体力・走力づくり

③「楽しい・おもしろい」と感じる体育学習

④どの子の「心のプール」も満たす登校支援

⑤１人１人の個性に応じた対応

⑥各家庭のメディア・学習ルールの紹介・共有

⑦メディアの使い方学習会の開催

⑧楽しい授業により学び方を広げ、

　家庭生活の充実へとつなげる家庭学習

【主な年間行事】
○４月　７日　始業式・入学式

〇４月２１日　学習参観、学校説明会　PTA総会

○５月２７日　１５０周年記念大運動会

○６月　８日 　大洲アドベンチャー

○７月２２日～８月２７日　夏季休業日

○７月２６日・２７日　個別懇談

○９月２０日　１５０周年記念大洲スポーツフェスティバル

○１０月６日 　　前期終業式

○１０月１０日 　後期始業式

○１０月２１日 　１５０周年記念あげほ祭り

○１２月２４日～１月９日　冬季休業日

○３月２３日　　後期終業式

○３月２１日　　卒業式

【第三中学校区が目指す子どもの姿】 

学ぶ意欲・やさしい心・たくましい体を持つ子ども 

【学校経営の方針】 

（１）子供に親切に接し、「みんななかよく・みんなかしこい」なかま集団をつくる。 

（２）開放的な雰囲気の中で意見を交流させ、どの子も「熱中」できる授業をつくる。 

（３）変化社会の中で、よりよい学校づくりを目指し、意識、方法、行動の「蛻変」を図る。 


